
３
年
ぶ
り
増
も
コ
ロ
ナ
禍
前
比

％
減

令
和
３
年
度
、沖
縄
県
入
域
観
光
客
統
計

重点措置で厳しく
月以降回復も

実
人
数
増
加
も
感
染
拡
大
前
の
６
割
程
度

令
和
３
年
度
上
期
、北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査

コロナ禍前比は％の大幅減
宿泊客、３％増の万人
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沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部

観
光
政
策
課
の
発
表
に
よ
る
と
、

令
和
３
年
度（
４
月
～
４
年
３
月
）

の
同
県
へ
の
入
域
観
光
客
数
は
３

２
７
万
４
３
０
０
人
で
、
前
年
度

比

・
７
％
増
（

万
７
０
０
人

増
）
と
、
３
年
ぶ
り
に
増
加
に
転

じ
た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
元

年
度
比
は

・
４
％
減
（
６
１
９

万
４
９
０
０
人
減
）
と
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。同

県
で
は
２
年
度
に
比
べ
て
増

加
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
普
及
▽
国
内
航
空
路
線

に
お
け
る
減
便
規
模
の
縮
小
▽
夏

季
期
間
に
お
け
る
季
節
便
運
航
▽

プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
有
観
客
で

の
実
施
―
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

４
年
度
の
見
通
し
は
、
国
内
客

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
や

経
口
治
療
薬
の
普
及
、
Ｇ
ｏ

Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
に

よ
る
旅
行
需
要
の
回
復
が
期
待
さ

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
外
国
客
は
「
日
本
へ
の

入
国
制
限
措
置
が
段
階
的
に
緩
和

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
観
光
目
的

で
の
入
国
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
当
面
厳
し
い
状
況
が

見
込
ま
れ
る
」
と
す
る
が
、
「
規

制
緩
和
に
方
針
転
換
す
る
国
が
増

え
て
き
て
お
り
、
国
内
外
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

３
年
度
の
入
域
観
光
客
数
の
内

訳
は
、
外
国
人
観
光
客
は
２
年
度

に
続
き
、
２
年
連
続
で
０
人
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

な
ど
の
影
響
で
、
航
空
路
線
の
運

休
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
運
航
停
止
、

台
湾
、
中
国
、
香
港
、
韓
国
を
含

む
国
や
地
域
か
ら
日
本
へ
の
入
国

制
限
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
た

め
。国

内
観
光
客
は
、
入
域
観
光
客

数
全
体
の
数
字
と
同
じ
３
２
７
万

４
３
０
０
人
。

２
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

旅
行
自
粛
な
ど
か
ら
、
国
内
旅
行

需
要
も
低
調
と
な
っ
た
。
た
だ
、

２
年
度
に
比
べ
る
と
増
加
し
た
。

４
月
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
に
続
き
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で

の
長
期
間
に
わ
た
り
緊
急
事
態
措

置
が
適
用
さ
れ
、
感
染
状
況
が
落

ち
着
い
た

月
以
降
、
段
階
的
な

経
済
活
動
再
開
に
よ
り
、
徐
々
に

回
復
傾
向
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

１
月
以
降
、
再
び
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
適
用
と
な
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
大
き
か

っ
た
。

方
面
別
の
動
向
は
次
の
通
り
。

東
京
方
面
＝
前
年
度
比

・
９

％
増
（

万
９
７
０
０
人
増
）
の

１
６
９
万
４
７
０
０
人
。
減
便
規

模
の
縮
小
や
、
羽
田
―
宮
古
路
線

な
ど
に
お
け
る
増
便
、
羽
田
―
那

覇
路
線
の
新
規
開
設
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
を
上
回
っ

た
。関

西
方
面
＝
同

・
８
％
増

（

万
６
８
０
０
人
増
）
の

万

２
６
０
０
人
。
減
便
規
模
の
縮
小

や
、
伊
丹
―
那
覇
路
線
な
ど
に
お

け
る
増
便
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

福
岡
方
面
＝
同

・
０
％
増

（
８
万
２
５
０
０
人
増
）
の

万

２
６
０
０
人
。
減
便
規
模
の
縮
小

や
、
福
岡
―
那
覇
路
線
な
ど
に
お

け
る
増
便
、
福
岡
―
石
垣
路
線
の

新
規
開
設
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

名
古
屋
方
面
＝
同

・
０
％
増

（
７
万
８
８
０
０
人
増
）
の

万

２
千
人
。
減
便
規
模
の
縮
小
や
、

中
部
―
那
覇
路
線
な
ど
に
お
け
る

増
便
、
中
部
―
宮
古
路
線
の
新
規

開
設
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

前
年
度
を
上
回
っ
た
。

そ
の
他
＝
同

・
６
％
増
（
３

万
２
９
０
０
人
増
）
の

万
２
４

０
０
人
。

北
海
道
経
済
部
観
光
局
観
光
振

興
課
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
令
和

３
年
度
上
期
（
４
～
９
月
）
の
道

内
へ
の
観
光
入
込
客
数（
実
人
数
）

は
、
前
年
同
期
比
１
・
１
％
増
の

２
２
０
４
万
人
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
に

よ
り
記
録
的
な
減
少
と
な
っ
た
前

年
同
期
と
比
べ
、

万
人
の
増
加

と
な
る
一
方
、
感
染
症
拡
大
前
の

元
年
度
と
の
比
較
で
は

・
７
％

減
と
、
お
お
む
ね
６
割
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
日
帰
り
客
は
前
年
同

期
比
０
・
７
％
増
（
元
年
度
同
期

比

・
２
％
減
）
の
１
８
７
６
万

人
。
宿
泊
客
は
同
３
・
１
％
増

（
同

・
４
％
減
）
の
３
２
８
万

人
。４

～
６
月
の
第
１
四
半
期
は
、

同

・
８
％
増（
同

・
３
％
減
）

の
９
５
９
万
人
。
う
ち
、
日
帰
り

客
は
同

・
３
％
増
（
同

・
３

％
減
）
の
８
４
６
万
人
。
宿
泊
客

は
同

・
２
％
増
（
同

・
５
％

減
）
の
１
１
３
万
人
。
道
の
「
新

し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
や
、
市
町

村
独
自
の
宿
泊
助
成
事
業
な
ど
の

効
果
も
あ
り
、
日
帰
り
、
宿
泊
客

と
も
に
前
年
同
期
と
比
べ
て
増
加

と
な
っ
た
。

７
～
９
月
の
第
２
四
半
期
は
、

同
８
・
０
％
減（
同

・
０
％
減
）

の
１
２
４
５
万
人
。
う
ち
、
日
帰

り
客
は
同
６
・
０
％
減
（
同

・

８
％
減
）
の
１
０
３
０
万
人
。
宿

泊
客
は
同

・
３
％
減
（
同

・

４
％
減
）
の
２
１
５
万
人
。
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
全
国
で
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
や
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
日
帰
り
、
宿
泊
客
と
も
に
減

少
に
転
じ
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
は
、
国
の
入
国

拒
否
措
置
な
ど
の
影
響
か
ら
、
前

年
に
続
き
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

道
内
市
町
村
に
お
け
る
観
光
入

込
客
数
を
合
計
し
た
総
数
（
延
べ

人
数
）
は
、
前
年
同
期
比
３
・
４

％
増
（
１
６
３
万
人
増
）
の
５
千

万
人
。

６
の
圏
域
別
で
は
、
道
北
地
域

を
除
く
５
圏
域
で
前
年
同
期
比
増

加
し
た
。

道
南
圏
域
と
釧
路
・
根
室
圏
域

は
、
春
先
の
道
の
駅
な
ど
で
の
集

客
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
同
期
比
で
１
割
以
上
増
加
。

一
方
、
道
北
圏
域
は
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
で
一
部
地
域
が
措

置
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
加

え
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴

う
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
観
光
施
設

の
閉
鎖
が
影
響
し
、
減
少
と
な
っ

た
。詳

細
は
次
の
通
り
。

道
央
圏
域
＝
前
年
同
期
比
２
・

４
％
増
（

万
人
増
）
の
２
５
６

８
万
人
。

道
南
圏
域
＝
同

・
７
％
増

（

万
人
増
）
の
５
１
８
万
人
。

道
北
圏
域
＝
同
２
・
６
％
減

（

万
人
減
）
の
７
３
４
万
人
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
域
＝
同
４
・
９

％
増
（

万
人
増
）
の
３
６
１
万

人
。十

勝
圏
域
＝
同
２
・
６
％
増

（

万
人
増
）
の
４
７
４
万
人
。

釧
路
・
根
室
圏
域
＝
同

・
２

％
増
（

万
人
増
）
の
３
４
５
万

人
。訪

日
外
国
人
来
道
者
の
宿
泊
延

べ
数
は
、
観
光
目
的
の
入
国
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
万

６
７
０
０
人
泊
と
、
依
然
と
し
て

低
水
準
が
続
い
て
い
る
。
前
年
同

期
と
の
比
較
で
は
９
・
８
％
の
増

加
（
２
４
０
０
人
泊
増
）
。

圏
域
別
で
は
、
道
央
圏
域
が
最

も
多
く
、１
万
９
６
０
０
人
泊
で
、

構
成
比

・
４
％
。
前
年
同
期
比

で
は

・
７
％
増
加
（
４
千
人
泊

増
）
し
た
。




